
　
１
．
学
園
町

　
　
―
思
想
が
空
間
を
規
定
す
る
ま
ち

　

東
京
都
東
久
留
米
市
の
学
園
町
は
、
１
９
２
５

年
の
開
発
開
始
以
来
、
教
育
と
生
活
が
調
和
し
た

独
自
の
都
市
空
間
を
今
日
に
至
る
ま
で
維
持
し
続

け
て
い
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
異
性
は
、

学
校
法
人
・
自
由
学
園（
注
１
）の
創
立
者
で
あ
る

羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫
妻
の
思
想
が
、
単
な
る
学

校
運
営
の
枠
を
超
え
、
町
全
体
の
設
計
図（
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
）と
し
て
機
能
し
て
き
た
点
に
あ
る
。

　

夫
妻
が
描
い
た
の
は
、
住
民
一
人
ひ
と
り
が
自

律
し
な
が
ら
も
、
互
い
に
寄
り
添
う「
自
治
」の
形

で
あ
っ
た
。
こ
の
理
念
は
、
１
０
０
年
前
の
理
想

論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
現
代
の
都
市
計
画
が
直
面
す

る
課
題
に
対
す
る
重
要
な
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。

　

特
に
、
当
初
の「
１
０
０
〜
２
５
０
坪
単
位
」と

い
う
広
大
な
空
間
設
計
は
、
現
代
に
お
い
て
経
済

合
理
性
に
よ
る
細
分
化
の
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
一

方
で
、
住
民
に「
こ
の
景
観
を
守
る
」と
い
う
強
い

当
事
者
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
契
機
と
も
な
っ
た
。

隣
人
関
係
が
商
品
化
・
希
薄
化
し
つ
つ
あ
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
学
園
町
が
提
示
す
る「
共
助
を
内

包
し
た
空
間
設
計
」は
、
持
続
可
能
な
地
域
経
営
の

ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
極
め
て
高
い
戦
略
的
価

値
を
有
し
て
い
る
。

　
２
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
源
泉

　
　
―
自
由
学
園
と
の
共
生
と「
友
愛
」の
精
神

　

学
園
町
の
成
立
過
程
は
、
価
値
観
を
共
有
す
る

人
々
に
よ
る「
意
志
あ
る
入
居
」か
ら
始
ま
っ
た
。

１
９
２
５
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
、
第
１
期
宅
地
分

譲
に
お
い
て
土
地
を
購
入
し
た
の
は
、
自
由
学
園

の
保
護
者
や
雑
誌『
婦
人
之
友
』（
注
２
）の
読
者
で

上空から見た東久留米市学園町
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あ
っ
た
。
こ
の
文
化
的
・
思
想
的
背
景
の
共
有
が
、

町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
強
固
な
基

盤
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

１
９
３
６
年
発
行
の『
婦
人
之
友
』で
提
唱
さ
れ

た「
友
愛
と
協
力
」の
精
神
は
、
単
な
る
道
徳
的
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
当
時
の「
南
澤
學

園
會
」の
会
計
デ
ー
タ
か
ら
も
読
み
取
れ
る
、
実
効

性
を
伴
っ
た
統
治
原
理（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）で
あ
っ
た
。

１
９
３
５
年
に
７
３
６
円
40
銭
で
あ
っ
た
会
計
総

収
入
は
、
翌
１
９
３
６
年
に
は
１
１
１
０
円
48
銭

へ
と
増
加
し
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
そ
の
収

入
が
羽
仁
夫
妻
に
よ
る
寄
付
だ
け
で
な
く
、
住
民

自
ら
の
会
費
や
寄
付
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た

点
で
あ
る
。

　

創
立
者
の
継
続
的
な
関
与
と
、
住
民
に
よ
る
応

分
負
担
が
両
輪
と
な
り
、
強
靭
な
自
治
組
織
の
基

盤
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。

　

当
時
の
支
出
項
目
に
は
、「
結
婚
祝
い
」と
い
っ

た
慶
弔
費
に
加
え
、「
入
営
餞
別
」「
慰
問
袋
」「
愛

国
婦
人
会
」「
飛
行
機
献
納
費
」な
ど
、
時
代
背
景

を
色
濃
く
反
映
し
た
項
目
が
並
ぶ
。（
注
３
）さ
ら

に「
警
防
費
」「
臨
時
種
痘
費
」な
ど
、
公
衆
衛
生
や

安
全
に
関
わ
る
支
出
も
見
ら
れ
る
。
戦
時
下
と
い

う
極
限
状
況
に
お
い
て
も
、
互
助
と
公
共
性
を
自

治
組
織
が
担
い
続
け
て
い
た
事
実
は
、
学
園
町
の

自
治
が
い
か
に
組
織
的
か
つ
持
続
可
能
で
あ
っ
た

か
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

　
３
．
自
助
・
共
助
の
仕
組
み

　
　
―
50
の「
組
」が
支
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
マ
イ
ク
ロ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス

　
２
０
２
６
年
現
在
、
学
園
町
は
６
３
０
世
帯（
１

丁
目
２
７
２
世
帯
、
２
丁
目
３
５
８
世
帯
）を
擁
す

る
。
自
治
組
織
は
、
１
丁
目
21
組
、
２
丁
目
29
組
、

計
50
の「
組
」を
最
小
単
位
と
す
る
構
造
を
と
っ
て

い
る
。

　

こ
の
組
織
設
計
の
要
諦
は
、
半
年
交
代
の
組
長

制
に
あ
る
。
役
割
を
短
期
間
で
循
環
さ
せ
る
こ
と

で
、
特
定
個
人
へ
の
負
担
集
中
を
避
け
つ
つ
、
住

民
全
体
に「
自
分
た
ち
が
町
の
担
い
手
で
あ
る
」と

い
う
当
事
者
意
識
を
、
強
制
力
な
く
醸
成
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
大
規
模
自
治
組
織
を
持
続
さ
せ
る

た
め
の「
マ
イ
ク
ロ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
」と
し
て
、
極

め
て
洗
練
さ
れ
た
仕
組
み
で
あ
る
。

　

具
体
的
な
活
動
は
、
住
民
の
社
会
関
係
資
本

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
）を
多
層
的
に
強
化

し
て
い
る
。

・
対
面
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

　

回
覧
板
を
あ
え
て
手
渡
し
す
る
こ
と
で
、
デ
ジ

タ
ル
で
は
代
替
で
き
な
い
安
否
確
認
や
会
話
の
機

会
を
生
み
出
し
て
い
る
。

・
多
世
代
交
流
の
促
進

　
敬
老
の
日
の
お
赤
飯
配
布
に
加
え
、
誕
生
祝
い
、

小
学
校
進
学
祝
い
な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
慶
事
を
継
続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

自由学園正門前

町のところどころに立つ、学園町憲章のプレート
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・
文
化
的
価
値
の
可
視
化
に
資
す
る
知
的
・
体
験

型
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催

　

一
流
の
音
楽
家
を
招
い
た
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
に
加
え
、学
園
町
研
究
者・玄
田
悠
大
氏（
注

４
）に
よ
る
講
演
会
、
な
ら
び
に
国
際
情
勢
の
最
前

線
で
取
材
を
続
け
て
き
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
秋

田
浩
之
氏（
注
５
）に
よ
る「
第
３
次
世
界
大
戦
を
防

ぐ
た
め
に
―
海
外
の
取
材
現
場
か
ら
」と
題
し
た
講

演
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　

ま
た
、「
種
と
苗
の
交
換
会
」と
し
て
、
各
家
庭

の
庭
で
育
っ
た
植
物
や
収
穫
し
た
種
を
持
ち
寄
り
、

暮
ら
し
と
緑
を
共
有
す
る
場
を
月
１
回
の
頻
度
で

設
け
て
い
る
。

・
情
報
の
透
明
性
の
確
保

　

年
１
回
の
自
治
会
総
会
で
は
、
収
支
報
告
を
含

む
活
動
内
容
を
共
有
し
、
会
員
の
承
認
を
得
た
う

え
で
次
年
度
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
月

１
回
発
行
の
回
覧
板
で
は
、
防
犯
・
防
災
情
報
な

ど
地
域
特
有
の
情
報
を
共
有
し
、
住
民
連
携
に
よ

る
防
犯
機
能
の
強
化
に
努
め
て
い
る
。

・
地
域
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

　
２
０
０
６
年
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る『
学
園
町
か

わ
ら
版
』は
全
戸
配
布
さ
れ
、
新
住
民
の
紹
介
や
季

節
の
話
題
を
伝
え
る
読
み
物
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
接
着
剤
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　
４
．
景
観
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

　
　
―
学
園
町
憲
章
に
よ
る「
緑
」の
防
衛
戦
略

　

学
園
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
２
５
０
坪

単
位
の
区
画
が
生
み
出
す
豊
か
な
緑
と
、
ゆ
と
り

あ
る
街
並
み
に
象
徴
さ
れ
る
。
し
か
し
、
相
続
や

空
き
家
問
題
を
背
景
に
、
大
手
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に

よ
る
土
地
の
細
分
化
が
進
み
、
自
然
樹
林
の
消
失

と
い
う
危
機
に
直
面
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
住
民
は
２
０
０
８
年
に「
学
園
町

憲
章
」を
制
定
し
、
民
間
主
体
に
よ
る
＂攻
め
の
防

衛
戦
略＂
を
打
ち
出
し
た
。
自
治
会
は
、
市
の
都
市

計
画
課
へ
の
資
料
配
付
に
と
ど
ま
ら
ず
、
運
営
委

員
が
直
接
開
発
業
者
を
訪
問
し
、
憲
章
の
趣
旨
へ

の
理
解
を
求
め
る
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
玄
田
悠
大
氏
に
よ
る
勉
強
会
を
開
催

し
、
自
ら
の
住
環
境
の
歴
史
的
価
値
を
理
論
的
に

再
確
認
す
る
取
り
組
み
は
、
住
民
の
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
を
高
め
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
に

も
寄
与
し
て
い
る
。

　

最
大
の
課
題
は
、
細
分
化
さ
れ
た
土
地
を
個
人

と
し
て
購
入
し
た
層
に
対
し
、
こ
の
町
の
精
神
や

ル
ー
ル
を
伝
え
る
接
点
が
乏
し
い
点
に
あ
る
。
空

間
の
細
分
化
は
、
社
会
的
紐
帯
の
分
断
に
直
結
し

か
ね
な
い
。
景
観
を
守
る
戦
い
は
、
単
な
る
環
境

保
全
で
は
な
く
、
学
園
町
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

クリスマスコンサート

講演会の参加者
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の「
質
」を
守
る
た
め
の
存
亡
を
か
け
た
取
り
組
み

な
の
で
あ
る
。

　
５
．
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
未
来

　
　
―
動
的
組
織
と
し
て
の
自
治
会

　
今
後
、
学
園
町
が
目
指
す
べ
き
は
、「
ま
ち
な
み

×
組
織
＝
成
長
」と
い
う
方
程
式
の
具
現
化
で
あ

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
容
に
は
、「C

om
fort

（
安
住
）→ Fear

（
恐
れ
）→ Learning

（
学
習
）

→ G
row

th

（
成
長
）」と
い
う
段
階
が
存
在
す
る
。

１
０
０
年
の
歴
史
が
築
い
て
き
た
安
定
が
、
開
発

圧
力
や
高
齢
化
と
い
っ
た
不
安
に
直
面
す
る
な
か

で
、
自
治
会
は
今
、
学
習
と
変
革
の
段
階
へ
と
歩

み
を
進
め
て
い
る
。

　

２
０
２
５
年
４
月
に
は
、
学
園
町
の
魅
力
と
理

念
を
広
く
発
信
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
園
町
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト（https://gakuencho.jp

）を
開
設
し

た
。
本
サ
イ
ト
で
は
、「
屋
根
よ
り
高
い
木
が
あ
る

ま
ち
」と
い
う
学
園
町
を
象
徴
す
る
フ
レ
ー
ズ
を
掲

げ
、「
お
知
ら
せ
」「
学
園
町
に
つ
い
て
」「
自
治
会

に
つ
い
て
」と
い
っ
た
基
本
構
成
に
加
え
、
学
園
町

憲
章
お
よ
び
そ
の
運
用
方
法
に
つ
い
て
も
明
示
し

て
い
る
。

　

ま
た
、「
コ
ラ
ム
」欄
で
は
、
２
０
０
６
年
以
降

発
行
さ
れ
て
き
た『
学
園
町
か
わ
ら
版
』を
ア
ー
カ

イ
ブ
化
し
、
地
域
の
記
憶
や
自
治
会
活
動
の
歩
み

を
継
承
・
共
有
す
る
仕
組
み
を
整
え
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
新
旧
住
民
や
地
域
外
の
関
係
者
に
対
し
て

も
、
学
園
町
の
価
値
観
や
歴
史
的
文
脈
を
立
体
的

に
伝
え
る
基
盤
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
特
筆
す
べ
き
は
、「
お
住
ま
い
を
お

考
え
の
方
へ
」、「
不
動
産
・
建
設
会

社
の
方
へ
」と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
を
設

け
、
新
住
民
候
補
者
、
不
動
産
・
建

設
関
係
者
に
対
し
て
も
、
町
の
環
境

維
持
へ
の
理
解
と
協
力
を
積
極
的
に

呼
び
か
け
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
自
由
学
園
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、

今
後
は
よ
り
実
利
的
で
持
続
可
能
な

互
恵
関
係
へ
と
発
展
さ
せ
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
自
由
学
園
し
の
の
め
茶

寮（
注
６
）の
効
果
的
な
活
用
を
は
じ

め
、
防
災
・
防
犯
分
野
で
の
連
携
、
講
演
会
の
共

催
な
ど
を
通
じ
て
、「
学
園
町
」と
い
う
名
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
協
働
を
、
今
後
さ
ら
に
深

め
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

　
「
自
治
会
」と
い
う
組
織
が
敬
遠
さ
れ
が
ち
な
時

代
に
あ
っ
て
、
学
園
町
で
は
１
０
０
年
に
わ
た
り
、

当
番
制
に
よ
る
近
隣
単
位
の
役
割
分
担
と
、
関
心

と
意
欲
を
持
つ
人
材
に
よ
る
運
営
委
員
会
と
い
う

二
層
構
造
を
維
持
し
て
き
た
。こ
の
仕
組
み
に
よ
っ

て
知
見
は
特
定
の
個
人
に
属
す
る
こ
と
な
く
蓄

積
・
共
有
さ
れ
、
自
治
会
運
営
は
属
人
的
な
負
担

に
陥
る
こ
と
な
く
、
長
期
的
な
継
続
性
を
確
保
し

て
い
る
。
そ
の
結
果
、
若
い
世
代
の
加
入
も
継
続

し
て
お
り
、
転
居
以
外
の
理
由
で
退
会
す
る
例
は
、

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

　

回
覧
板
を
毎
月
決
ま
っ
た
日
に
配
布
す
る
と
い

種と苗の交換会

自由学園しののめ茶寮のカフェ
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う
基
本
的
な
行
為
か
ら
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
年

次
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
ま
で
、
こ
う
し

た
予
測
可
能
で
一
貫
し
た
運
営
が
積
み
重
ね
ら
れ

て
き
た
。
そ
の
こ
と
が
、
自
治
会
を
目
的
や
役
割

の
分
か
ら
な
い
組
織
と
し
て
で
は
な
く
、
活
動
の

意
味
が
可
視
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
会
員
が
認
識

し
て
い
る
。
そ
の
象
徴
が
、
年
１
回
の
会
費
徴
収

日
に
お
い
て
、
ほ
ぼ
全
世
帯
か
ら
滞
り
な
く
会
費

が
集
ま
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

　

自
治
と
は
、
制
度
や
組
織
形
態
の
名
称
で
は
な

い
。

　
そ
れ
は
、「
自
分
た
ち
の
暮
ら
し
を
、
自
分
た
ち

の
言
葉
と
手
触
り
で
引
き
受
け
続
け
る
」と
い
う
、

不
断
の
態
度
で
あ
る
。

　

学
園
町
の
１
０
０
年
が
示
し
て
い
る
の
は
、
自

治
会
が
機
能
し
て
い
る
か
否
か
で
は
な
く
、
人
々

が「
こ
の
町
で
ど
う
生
き
た
い
か
」と
い
う
問
い
を
、

世
代
を
超
え
て
持
ち
続
け
て
き
た
か
ど
う
か
で
あ

る
。

　

分
断
と
効
率
化
が
進
む
現
代
社
会
に
お
い
て
、

生
活
の
現
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
合
理
的
な
仕
組

み
は
、
や
が
て
人
の
関
係
性
も
、
風
景
も
、
意
味

さ
え
も
失
わ
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
な
か
で
学
園
町

が
選
ん
で
き
た
の
は
、
声
高
な
改
革
で
は
な
く
、

続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
新
し
続
け
る
自
治
で

あ
っ
た
。

　
１
０
０
年
前
、
先
人
た
ち
は
原
野
を
切
り
拓
き
、

「
友
愛
と
協
力
」の
種
を
蒔
い
た
。

　
私
た
ち
は
今
、自
治
を「
完
成
形
」で
は
な
く
、「
学

習
し
続
け
る
営
み
」と
し
て
未
来
へ
手
渡
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

学
園
町
が「
過
去
を
守
る
町
」に
と
ど
ま
る
の
で

は
な
く
、「
未
来
を
学
習
し
続
け
る
町
」で
あ
り
続

け
る
こ
と
。

　

そ
れ
こ
そ
が
、
次
の
１
０
０
年
へ
希
望
を
つ
な

ぐ
、
唯
一
の
道
で
あ
る
。

（
学
園
町
自
治
会　
会
長　
荻
野
晶
子
）

【
補
注
】

（
注
１
）学
校
法
人
・
自
由
学
園 

１
９
２
１
年
に
羽

仁
も
と
子
・
吉
一
夫
妻
が
、『
婦
人
之
友
』読
者

を
中
心
と
す
る
賛
同
者
と
と
も
に
理
想
的
な
教

育
の
場
と
し
て
の
自
由
学
園
を
創
設
。
キ
リ
ス

ト
教
精
神
に
基
づ
く
幼
稚
園
か
ら
大
学（
最
高
学

部
）ま
で
の
一
貫
教
育
を
行
う
私
立
学
校

（
注
２
）婦
人
之
友　

１
９
０
３
年（
明
治
36
年
）に

羽
仁
も
と
子
・
吉
一
夫
妻
が
創
刊
し
た
、
日
本

で
最
も
歴
史
あ
る
生
活
雑
誌
の
１
つ

（
注
３
）参
考
資
料
：
昭
和
15
年
度
南
澤
學
園
町
會

會
計
決
算
報
告

（
注
４
）玄
田
悠
大
氏　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系

研
究
科 

都
市
工
学
専
攻 

都
市
デ
ザ
イ
ン
研
究
室 

学
術
専
門
職
員
。
専
門
は
都
市
計
画
。
主
な
研

究
に「
社
会
改
良
運
動
を
通
じ
た
田
園
都
市
の
受

容
過
程
―
内
務
省
地
方
局
関
係
者
に
よ
る
田
園

都
市
を
め
ぐ
る
言
説
に
着
目
し
て
」が
あ
る
。

（
注
５
）秋
田
浩
之
氏　

日
本
経
済
新
聞
社
・
本
社

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー　

外
交
・
安
全
保
障
担
当
。

北
京・ワ
シ
ン
ト
ン
駐
在
、英
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル・

タ
イ
ム
ズ
へ
の
出
向
を
経
て
、
米
中
日
関
係
や

ア
ジ
ア
の
安
全
保
障
問
題
に
深
い
分
析
と
論
評

を
発
信
。
２
０
１
６
年
ボ
ー
ン
・
上
田
記
念
国

際
記
者
賞
受
賞
。
自
由
学
園
最
高
学
部
卒
業

（
注
６
）自
由
学
園
し
の
の
め
茶
寮
、自
由
学
園
キ
ャ

ン
パ
ス
隣
接
地
に
位
置
す
る
、
地
域
交
流
と
憩

い
の
場
。
か
つ
て
の
男
子
学
生
寮
を
改
装
し
た

空
間
で
、
カ
フ
ェ
や
パ
ン
販
売
、
イ
ベ
ン
ト
を

通
じ
て
、
地
域
住
民
と
学
園
の
学
生
・
職
員
が

繋
が
る
ス
ポ
ッ
ト

コミュニティの未来

実践的自治会町内会論
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